
地場産木材の利用について地場産木材の利用について
 

木のはなし木のはなし

NPONPO木材・合板博物館館長木材・合板博物館館長

東京大学名誉教授東京大学名誉教授

岡野健岡野健



“公共建築物等木材利用促進法”は


 

気候変動を抑えるための法（？！）


 

苗木を植える場をつくるため、成熟木を伐る


 

伐った成熟木(間伐材)は建築材として使う


 

使い方は、大型建築物＝公共建築物等に








 

原生林とは極相の状態原生林とは極相の状態(Climax)(Climax)に到達した林に到達した林


 

極相の状態とは平衡した状態極相の状態とは平衡した状態


 

増えもしなければ、減りもしない状態増えもしなければ、減りもしない状態


 

したがって、したがって、CO2CO2を吸収しないを吸収しない


 

屋久島、白神山、知床、など屋久島、白神山、知床、など


 

浅間山浅間山



浅間山浅間山((東大農千葉演東大農千葉演))



森林の物質生産量（森林の物質生産量（ton/haton/ha・・y)y)

天然林天然林 照葉樹林照葉樹林((千葉の浅間山）千葉の浅間山） 00

〃〃 マカンバ林マカンバ林 5.55.5--7.27.2

人工林人工林 2121年生カラマツ林年生カラマツ林((北海道）北海道） 15.115.1

〃〃 2626年生カラマツ林年生カラマツ林((北海道）北海道） 14.514.5

〃〃 3131年生アテ林年生アテ林((能登）能登） 11.311.3

〃〃 4444年生アテ林年生アテ林((能登）能登） 19.219.2

〃〃 メタセコイア林メタセコイア林((小石川植物園）小石川植物園） 16.216.2



宮城県/全国



 
人口

 
2,323,224人/127,803,590人

 1.8％


 
面積

 
728,577ha/37,291,870ha

 
2.0％



 
人口密度

 
3.19人/ha

 
/ 3.43人/ha



 
森林面積

 
417,814ha/25,096,987ha

 
22位



 
人工林面積 201,420ha/10,346,673ha

 
19位



 
森林率

 
57％/67％

 
33位



 
人工林率

 
48％/41％

 
20位



スギの辺材、心材、移行材スギの辺材、心材、移行材((白線帯白線帯))

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
樹木を輪切りにすると，樹皮と材，さらに材の中心部にある髄を見ることができる．多くの樹種では材の色が外側の部分と内側の部分とで異なっている．

髄は，かつてこの樹が若いときに芽であった部分である．髄自体も髄を取り巻いている材も，その外側の樹皮もすべて，芽が元になって生み出されたものである．

















建築に使われている木建築に使われている木((構造材構造材))

（１）（１）
 

スギ科スギ科
スギスギ::

（２）（２）
 

ヒノキ科ヒノキ科
ヒノキヒノキ
ベイヒベイヒ
ベイヒバベイヒバ
その他のヒノキその他のヒノキ
ヒバ、アスナロヒバ、アスナロ
ベイスギ、ネズコベイスギ、ネズコ

（３）（３）
 

マツ科マツ科

マツ、アカマツ、クロマツマツ、アカマツ、クロマツ

ベニマツ、チョウセンゴヨウベニマツ、チョウセンゴヨウ

オウシュウアカマツオウシュウアカマツ（（RWRW))
ラジアータパインラジアータパイン

サザンパインサザンパイン

カラマツ、ロシアカラマツカラマツ、ロシアカラマツ

ベイツガ、ツガベイツガ、ツガ

ベイマツベイマツ

オウシュウトウヒオウシュウトウヒ（（WWWW))、、
 スプルーススプルース

トドマツトドマツ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2-1









建築に使われる木の強さ（建築に使われる木の強さ（耐朽性耐朽性））

（１）（１）
 

スギ科スギ科



 
スギ：スギ：中中



 
レッドウッド：レッドウッド：極大極大

（２）（２）
 

ヒノキ科ヒノキ科



 
ヒノキ：ヒノキ：大大



 
ベイヒ：ベイヒ：大大



 
ベイヒバ：ベイヒバ：大大



 
その他のヒノキ：その他のヒノキ：大大



 
ヒバ、アスナロ：ヒバ、アスナロ：大大



 
ベイスギ、ネズコ：ベイスギ、ネズコ：大大

（３）（３）
 

マツ科マツ科

マツ、アカマツ、クロマツ：マツ、アカマツ、クロマツ：小小

ベニマツ、チョウセンゴヨウ：ベニマツ、チョウセンゴヨウ：小小

オウシュウアカマツ：オウシュウアカマツ：小小

ラジアータパインラジアータパイン::小小
サザンイエローパイン：サザンイエローパイン：小小((中）中）

カラマツ、ロシアカラマツ：カラマツ、ロシアカラマツ：中中

ツガ、ベイツガ：ツガ、ベイツガ：小小

ベイマツベイマツ::中中
スプルース：スプルース：小小

 トドマツ：トドマツ：小小



腐朽腐朽

自由水がなければ、木は腐らない。自由水がなければ、木は腐らない。

自由水はどこから来るか？自由水はどこから来るか？





















スギの辺材、心材、移行材スギの辺材、心材、移行材((白線帯白線帯))

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
樹木を輪切りにすると，樹皮と材，さらに材の中心部にある髄を見ることができる．多くの樹種では材の色が外側の部分と内側の部分とで異なっている．

髄は，かつてこの樹が若いときに芽であった部分である．髄自体も髄を取り巻いている材も，その外側の樹皮もすべて，芽が元になって生み出されたものである．



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ヒノキ



移行帯の幅は移行帯の幅は11年輪ほどで、年輪ほどで、22年輪を超えない。写真は年輪を超えない。写真は22月月
 2121日に岡山県津山市の製材工場で撮影日に岡山県津山市の製材工場で撮影

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ヒノキの移行帯（白線帯）



心材化物質心材化物質


 

水や有機溶媒で溶け出す水や有機溶媒で溶け出す


 

テルペン類テルペン類
 

：精油、樹脂の主たる成分：精油、樹脂の主たる成分


 

フェノール類：色の元、抗菌性や殺虫性ありフェノール類：色の元、抗菌性や殺虫性あり





乾燥と収縮乾燥と収縮


 

自由水がなくなっても木の寸法は変わらな自由水がなくなっても木の寸法は変わらな
 いい


 

結合水がなくなると、ほぼその体積に相当結合水がなくなると、ほぼその体積に相当
 する分だけ木は収縮するする分だけ木は収縮する


 

収縮量は樹種収縮量は樹種((密度）で異なり、軽いと小さ密度）で異なり、軽いと小さ
 いい


 

方向によって著しく異なり方向によって著しく異なり
接線方向接線方向(T)(T)：半径方向：半径方向(R)(R)＝２：１＝２：１


 

早晩材や節などの影響で、木は乾燥に伴っ早晩材や節などの影響で、木は乾燥に伴っ
 てねじれ、反り、割れるてねじれ、反り、割れる


 

密度の分布が均一な散孔材でも同じこと密度の分布が均一な散孔材でも同じこと



水は磁石水は磁石













木
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レッドウッド（red wood）はマツ科、レッドウ
 ッド（redwood）はスギ科

エゾマツ、トドマツ、カラマツは、マツではな
 い







面材料である

縦方向と横方向の強さを自由に設計
 できる

寸法変化しない



干割れ（乾燥割れ）干割れ（乾燥割れ）


 

干割れは欠点ではない（干割れは欠点ではない（JAS)JAS)


 

貫通割れは欠点である（貫通割れは欠点である（JAS)JAS)



小径材、B材で作ることができる



スギ、ヒノキ柱材のスギ、ヒノキ柱材の背割り背割り







植物の分類（系統分類）植物の分類（系統分類）,,ベイスギベイスギ
 

は？は？


 

門門
 

・・・・・・・・・・・・・・GymnospermaeGymnospermae
 

裸子植物裸子植物


 

綱・・・・・・・・・・・綱・・・・・・・・・・・
 
――


 
目・・・・・・・目・・・・・・・ConiferalesConiferales

 
針葉樹針葉樹


 

科・・・・・・科・・・・・・CupressaceaeCupressaceae
 

ヒノキヒノキ


 

属属・・・・・・・・・・ThujaThuja
 

ネズコネズコ


 

種種・・・・・・・・plicataplicata
 

ベイスギベイスギ

属名属名++種名種名
 
ThujaThuja

 
plicataplicata

 
ベイスギベイスギ
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